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 令和 8 年度税制改正において、令和 7 年に引き続き基礎控除及び給与所得控除の最低保障額が見直さ

れました。 

これらにより所得税がかからない範囲は「年収 160 万円まで」から「年収 178 万円まで」（基礎控除額

104 万円+給与所得控除の最低保障額 74万円）となります。 

主な改正内容は次のとおりです。 

 

給与所得控除の引き上げ（所得税・住民税共通） 
① 給与所得控除の最低保障額が 65 万円⇒69 万円に引き上げられました。 

② 年収が 220 万円以下の場合は、上記①の引き上げ額に 5万円上乗せされ、給与所得控除の最低保障額

が 69万円+5 万円＝74 万円になります（令和 8年・9年限定の時限措置）。 

 

基礎控除の引き上げ（所得税のみ） 
① 合計所得金額が 2,350 万円以下の場合、基礎控除が 58万円⇒62万円に引き上げられました。 

② 合計所得金額が 489万円以下の場合は、上記①の引き上げ額に 42 万円上乗せされ、基礎控除が 62 万

円+42 万円＝104 万円になります（令和 8年・9年限定の時限措置）。 
※その他の所得区分については、国税庁ホームページの「令和 8 年度税制改正による所得税の基礎控除の引上げ等につい

て」をご参照ください。 

 
                           

   出典：TKC「今年の所得税は、どうなる？」  

かわら版をご覧の皆様こんにちは。 梅雨が明け、夏本番の季節となりました。連日の猛暑が続いてお

りますので、熱中症などにお気を付けてお過ごしください。 

 今回は令和 8年分所得税法の改正についてお知らせいたします。 


